
協定校留学近況報告書 

 

記 入 日 2015年 11月 11日 

留 学 先 大 学 ハノイ貿易大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2015年8月－2016年7月 

明 治 大 学 で の 所 属 情報コミュニケーション学部情報コミュニケーション学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

出発前にはハノイに留学されていた方の体験談や大学の情報などをインターネットで調べ、情報を収集しました。しかしイン

ターネット上の情報にも限りがあり、不明な点もあったため、前年度にハノイの違う大学に留学されていた先輩やベトナムから

の短期留学生、ベトナムに詳しい方々に話を聞くなどして留学に備えました。また、英語力が十分ではないと感じていたた

め、留学が決まってから渡航前に一か月間、フィリピンへ短期留学しました。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：マルチビザ 申請先：在日ベトナム大使館 

ビザ取得所要日数：1日 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：25,000 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

①インターネットからダウンロードできる書類に必要事項を記載したもの(おそらく大使館でも当日入手可能な書類) 

②ハノイ貿易大学から送付されたビザ申請のための書類 

③入学許可書 

④パスポート 

以上 4点を大使館に提出し、ビザを発行してもらった。 



 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

渡航の約 3週間ほど前に留学先からビザ申請のための書類（上記②と③）がメールにて送付される 

 ↓ 

必要な書類を揃え、大使館を訪問 

 ↓ 

書類を提出し、現金で取得費用を支払い発行完了 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接は特になし。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

大使館のビザ取得可能な時間帯が限られていることと、混雑が予想されるため早めの時間帯に訪問した方が良いと思いま

す。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

日本で使っていた携帯が SIM フリーではなかったため、SIM フリーの簡素な携帯を持参してスマートフォンを購入するまでの

間はその携帯を使っていました。また、現地の ATM でも使用できるキャッシュカードを渡航前に作りました。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAL 

航空券手配方法 
JALのウェブサイト 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ノイバイ空港 現地到着時刻 22:25 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他 

ホテル手配の車                 

移動の所要時間 約 50 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

到着日は夜が遅かったため、空港から直接大学には向かわず、予約していたホテルへ向かいました。そのため、空港からは

ホテルに手配をお願いした車で移動しました。 

タクシーでの移動も可能ですが、使用するタクシー会社はきちんと選ぶ必要があると思います。最初は何らかの形で迎えの

手配をするのが良いかと思います。 

大学到着日 8月 3日 7時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：8月 3日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（4人部屋を 2人で利用） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 連絡を取っていた留学生担当の窓口の方とのメールで申し込みしました。 



 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

当初は大学関係者の方のお宅にホームステイをする予定でしたが、渡航の数日前にキャンセルになってしまい、8月の間だ

け寮に住むことにしました。ただ寮に入れるかどうかが定かではなったことと、空港への到着時間が遅かったため、到着後は

ホテルに二泊しました。現在はハノイ在住の日本人の方に紹介していただいた、大学から徒歩5分程度の場所にあるアパー

トに暮らしています。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 8月 3日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 大学やハノイについてなど、基本的なことの説明や留学生同士の顔合わせがオリエンテーション

の際に行われました。授業の一覧もオリエンテーションで配布されました。明治大学の期末試験

が終了してすぐの時期ですが、オリエンテーションに参加するのは大切だと思います。留学生の中

にはオリエンテーションに参加せずに、授業の開始日程に合わせて渡航してくる人もいました。そ

の日から授業開始まで一週間あったため、留学生向けのベトナム語講座やシティーツアー（有

料）などが開催されました。 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 8月 10日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

特にありません。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特にありません。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

銀行口座は開設しませんでした。お金は日本で渡航前に用意した国際キャッシュカード（新生銀行）を使用して、現地の

ATM でおろしていました。大学内にある ATM でもおろせますが、一回におろせる額が少なく手数料が高いため、ショッピング

センターにある ATM でおろすようにしています。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

現地では家電量販店でスマートフォンを購入しました。ベトナム人の友人に付き添ってもらい、手続きを行いました。購入の

手続きとしてはサインなどのみ必要でしたが、基本的に支払いは前払い式なので契約などはいりません。携帯には SIMカード

を入れて、お金をチャージして使用していきます。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 



 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

応募の際に希望の学部を指定しましたが、留学生は特定の学部を決める必要がなくどの学部の授業からも選択が可能で

す。また、一週間程度トライアルの時間が与えられ、自由に興味のある授業に参加することができます。ただ、最初の一週

間は時間と教室の変更がとても多いため、希望の授業に参加することができないというようなこともありました。授業の変更に

関しては自分でオフィスに行くもしくは、留学生用の Facebook ぺージに掲載される情報を見て確認をします。また、私は明

治大学の専攻とは異なる経済を学びに来ていたため、リストにはまだ載せられていなかった基礎の授業も履修させてもらえ

るようにお願いしました。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
Development 

Economics 

                        外出もしくは 

予習・復習 

外出もしくは 

予習・復習 

8:00 
Development 

Economics 

      起床                         

9:00 
      起床 Development 

Economics 

起床 起床             

10:00 
            Development 

Economics 

                        

11:00 
                                          

12:00 
            Principles of 

Microeconomics 

                        

13:00 
            Principles of 

Microeconomics 

                        

14:00 
                                          

15:00 
      Principles of 

Macroeconomics 

      ベトナム語の授業 ベトナム語の授業             

16:00 
      Principles of 

Macroeconomics 

                              

17:00 
                                          

18:00 
課外活動                                     

19:00 
課外活動                                     

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ハノイ貿易大学はベトナムの中でも文系ではトップクラスの大学で、その分学生も意欲的で優秀な人がとても多いです。留学

生が参加できる授業は、英語で開講されている授業を受講する学生が所属している学部の授業なので、周りのベトナム人

の学生は入学時から英語で学ぶ環境にいます。そのため、英語での課題や授業をそつなくこなしている印象があります。 

集中講義が行われる際には、ハノイ貿易大学の協定校であるアメリカやフランスの大学から教授が来るようですが、私の選

択した科目は全てベトナム人の先生が担当しています。そのため、経済の専門用語の英単語をベトナム語で説明したりとい

うことがまれにあります。ベトナム語が理解できないことを除けば、授業の内容が理解しがたいということはあまりなく、わかりや

すい授業を行ってくれます。また、留学生は全ての学部の授業から自分の興味に合わせて受講することができます。ただ、

英語で開講されている授業はほとんどが経済に関する授業になっています。ハノイ貿易大学は春・秋の学期をさらに二つの

ピリオドに分けているので、実質 4 学期制のような形です。その分受講できる授業の選択肢が増えるので、滞在できる期間

が限られている留学生にとってはそこも魅力の一つではないかと思います。 

日本ではベトナム料理といえばフォーが有名かと思いますが、それ以外にも美味しいベトナム料理はたくさんあります。あまり

辛い料理がなく、味も日本人の好みに合う料理が多いので、困ることは少ないと思います。日本食料理店や日本食スーパ

ーもあるので、日本食を食べることも比較的簡単にできます。 

住む場所は、寮よりもアパートで暮らすことをおすすめします。アパートでは断水して水が使えなくなることもありますが、自由

な時間も持つことができ、自炊をすることも可能です。断水などのトラブルの有無も場所によって変わってくると思います。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

日本だったらスムーズにいくようなことが上手くいかず、困ることやもどかしく思うこともたくさんあります。しかしその分、自分と

は違った環境で育って色々な考え方を持ったハノイの学生と学ぶことができるのはとても刺激的で、生活していて飽きること

がありません。専攻の経済の授業では、経済発展をベトナムという国の視点に立って学ぶことができるので、日本でいて学

ぶのとは違う面白さを感じることができるのではないかと思います。先生やクラスメートも困ったことがあればすぐに助けてくれ

ますし、学びたいことをとことん学ぶことのできる環境です。授業は英語で受講可能ですが、生活していく上である程度のベト

ナム語を身に付けた方がよりベトナムのことを知ることができると思います。 

 


